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1. ジョージア工科大学での研究活動 

EPIC Lab では Exoskeleton の研究開発が主に行われています。Exoskeleton とは日本語

では外骨格パワードスーツとして訳されることもありますが、電気の力を利用して動き

をアシストすることでより少ない力で楽に移動できるようにするデバイスです。私のメ

ンターは Hip Exoskeleton Team に属していて主に骨盤と足の間の動きを電気によって

アシストする Hip Exoskeleton を開発しています。彼と彼のチームは昨年に Exoskeleton

の制御に Deep Learning を用いて最適化をする研究をしていて、私の研究では、このや

り方の構造を変えてより優れた最適化のアルゴリズムの研究開発を行いました。 

毎週のラボミーティングに出たり、学部生のミーティングにも参加させてもらい、現在

のこの分野の研究についてとても知識を深めることができました。毎日朝から夜遅くま

で研究室に行き、研究室のメンバーとも仲良くなり様々な学びを得ることができました。 

 

2. 研究活動における日米の違い 

まだ日本の研究室には配属されてないのでよくわかりませんが、とにかく自主性が求め

られていると感じました。具体的にはラボに来ても来なくても自由でした。研究室での

滞在時間が 1 日 3 時間ほどの Ph.D.生もいました。また、PI もほとんど研究室に現れ

ず、時々Ph.D.生とミーティングをしている程度でした。また、研究室ミーティングで

は鋭い質問が飛び交い、とても活発でした。ジョージアテックでは学部 1 年生のうちか

ら研究室に入ることが推奨されていて、学部 1 年生の段階から研究のお手伝いや何かし

らのプロジェクトを体験させてもらえるのはとても素晴らしい環境だと思いました。 

 

3. 米国の文化・生活面での発見・苦労等 

渡米前は多少の不安がありましたが、実際に行ってみるととても楽しい場所でした。周

りを警戒しながら歩く、夜一人で出歩かない、危ない道には入らないなど最低限の注意

事項に気をつければそこまで危険でもないと感じました。朝は自炊かホテルの食事、昼

はキャンパスのフードトラックか、メンターに連れて行ってもらってレストラン、夜は

友人と食事にいくことが多かったです。道端にはシェア電動スクーターが転がってたり、

寮からは一日中音楽が聞こえるなど、街全体の自由で寛容な雰囲気に魅了されました。 

 

4. 本プログラムに参加の成果・意義 

このプログラムに参加したことで、海外での Ph.D.生としての生活や研究について知る

ことができ、実際に将来的に海外で研究をしたいと思うようになりました。参加当時 2

年生でまだ研究もほとんどしたことなく、留学は全くしたことがない状態で、本当に 1



ヶ月半やっていけるのか不安でいっぱいでしたが、財団やジョージアテックのたくさん

の手助けがあり、研究に集中して望むことができ、成果も出すことができました。また、

たくさんの Ph.D.生や学部生と話してとても刺激をもらいました。また、優秀でタフな

RIES Fellows に出会えたことはとてもよかったです。努力家で優秀な彼らからたくさん

の学びを得て、これからも頑張ろうと思える原動力と今でもなっています。また、今回

のリサーチでロボティクスに触れ、とても楽しいと思えました。個人的に応募したドイ

ツの大学でのロボティクスのサマースクールに夏休みは参加することが決まったので、

さらに理解を深めたいと思います。 

 

5. その他 

コロナ禍であるにもかかわらず素晴らしいプログラムを提供してくださり、小川さんや

Soojung さん、高山先生、中谷財団、Georgia Tech、特に EPIC Lab の全ての皆様に感

謝申し上げます。Life Changing な春となりました。また、留学許可をしてくださった

東京大学の皆様に感謝申し上げます。 


